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ある「レアリティーj について論じる。レアリティーとは， I言語に表された事態と現実との事実関係j と定義され，
まず大きく仮定的レアリティーと事実的レアリティーに 2 分される。さらに，仮定的レアリティーは，仮説的レアリ









法があることを観察し， Iパ・ナラ・ト・タラ・テハ・場合j の 6 形式を取り上げ，使い分けを検討している。
第 3 章では，原因・理由文を取り上げた。日本語の原因・理由は，事態・行為の原因・理由，判断・態度の根拠，














え， I ヨウニ・~シニJ という目的を表す 4 形式の使い分けをも論じている。
続く第 2 章では， I ヨウニ」という形式を取り上げた。「ヨウニ」は非常に多くの意味を持つ。一つは目的であるが，
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本来「ヨウダJ という推定の意味を表す形式が，どのようにして目的という意味を持つのかという点を考察している。











































もっとも，本論文にも問題点がないわけではない。例えば， Iタラ J I ト J IパJ の意味・用法の分析・記述としては
必要であるにしても， IするといいJ I したらだめj のような評価的用法，および「すればJ I したら j のような終助詞
的用法をふ非仮定条件文の中で扱うのは，少し問題がある。このようなことをしてしまうと，関連性を指摘できる
にしても，く条件づけ〉なる概念を拡大・拡散させてしまう恐れが生じてくる。
しかし，上述したような点は，本論文全体の価値を損なうものではない。複文の網羅的かつ統一的な分析・記述を
行った本論文は，日本語学のみならず，日本語教育の分野にも重要な貢献をなし，かっ，日本語の複文研究で有効で、
あった概念やタイプの分類が，他言語においてどのように有効か，あるいは無関与であるか，といったことを考える
ことによって，対照言語学的な研究や一般言語学的な研究にも貢献できる可能性を有している。
本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位に十分ふさわしい価値を有するものと認定する。
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